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○大町市八坂ふるさと体験館設置及び管理に関する条例 

平成１７年１１月４日 

条例第５５号 

改正 平成２５年９月３０日条例第２８号 

令和元年１２月２３日条例第１４号 

（目的） 

第１条 この条例は、体験観光の推進、地域産業の振興及び地域活動の進展を図るた

め、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第２４４条の２

の規定に基づき、大町市八坂ふるさと体験館（以下「体験館」という。）の設置及

び管理について必要な事項を定めることを目的とする。 

（名称及び位置） 

第２条 体験館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

大町市八坂ふるさと体験館 大町市八坂１１３５番地 

（指定管理者による管理） 

第３条 体験館の管理は、法第２４４条の２第３項の規定により、指定管理者（同項

に定める指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせるものとする。 

２ 指定管理者は、大町市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例（平成１

７年条例第１４号）第４条第１項各号のいずれにも該当するものとする。 

（指定管理者が行う業務） 

第４条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

（１）体験館の利用の許可に関する業務 

（２）体験館の利用料金に関する業務 

（３）体験館の施設及び設備の維持管理に関する業務 

（４）前３号に掲げるもののほか、体験館の運営に関する事務のうち、市長が必要

と認める業務 

（利用時間） 

第５条 体験館の利用時間は、午前８時３０分から午後９時３０分までとする。ただ

し、指定管理者は、市長の承認を得て、体験館の利用時間を変更することができる。 

２ 指定管理者は、前項の承認を受けたときは、当該承認を受けた内容について、体

験館の見やすい場所に掲示するとともに、その周知に努めなければならない。 

（休館日） 

第６条 体験館の休館日は、毎週月曜日とする。ただし、指定管理者は、必要がある

と認めるときは、市長の承認を得て、休館日を変更し、又は臨時に休館日を定め、

若しくは休館日に開館することができる。 

２ 前条第２項の規定は、前項の承認を受けた内容について準用する。 

（利用の許可） 

第７条 体験館を利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者に申請し、許可を受

けなければならない。許可された事項を変更しようとするときも、同様とする。 

２ 指定管理者は、前項の許可をするに当たり、管理上必要な条件を付すことができ

る。 

（利用の制限） 
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第８条 指定管理者は、利用の目的が次の各号のいずれかに該当するときは、その利

用を許可しない。 

（１）風紀又は秩序を乱し、公益を害するおそれがあるとき。 

（２）施設、設備等を損傷するおそれがあるとき。 

（３）前２号に掲げるもののほか、管理上不適当と認められるとき。 

（利用料金） 

第９条 利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、その許可を受けたと

きに、指定管理者に体験館の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）を納付

しなければならない。 

２ 利用料金の額は、４時間当たり１，６７０円とする。 

３ 利用料金は、前項に規定する額の範囲内において、指定管理者があらかじめ市長

の承認を得て定めるものとする。承認を受けた利用料金を変更しようとするときも、

同様とする。 

４ 市長は、前項の承認をしたときは、その承認に係る利用料金を公告しなければな

らない。 

５ 第５条第２項の規定は、第３項の承認を受けた内容について準用する。 

６ 市長は、利用料金を指定管理者の収入として収受させるものとする。 

（利用料金の減免） 

第１０条 前条の規定にかかわらず、指定管理者は、市長が定める基準に従い、利用

料金を減免することができる。 

（利用料金の還付） 

第１１条 既納の利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者が特別な理由がある

と認めたときは、その全部又は一部を還付することができる。 

（利用許可の取消し等） 

第１２条 指定管理者は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、その利用

を停止し、又は全部若しくは一部の利用の許可を取り消すことができる。この場合

において、利用者に生じた損害については、指定管理者はその責めを負わない。 

（１）この条例又はこの条例に基づく規則等の規定に違反したとき。 

（２）利用申請に偽りのあったとき。 

（３）利用許可の条件に違反したとき。 

（原状回復の義務） 

第１３条 利用者は、体験館の利用が終了したとき、又は前条の規定により利用を停

止され、若しくは利用の許可を取り消されたときは、直ちに施設、設備等を原状に

復さなければならない。ただし、指定管理者が認めたときは、この限りでない。 

（損害賠償） 

第１４条 指定管理者は、利用者が故意又は過失により体験館の施設、設備等を損傷

し、又は滅失したときは、遅滞なく市長に届け出て、市長の指示に従い、その損害

を賠償させなければならない。 

（委任） 

第１５条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、市長

が別に定める。 
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附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１８年１月１日から施行する。 

（八坂村の編入に伴う経過措置） 

２ 八坂村の編入の日（以下「編入日」という。）前に、八坂村体験館の設置及び管

理に関する条例（平成１７年八坂村条例第２１号。以下「旧村の条例」という。）

の規定に基づきなされた処分、手続その他の行為は、この条例の相当規定に基づき

なされたものとみなす。 

３ 編入日前に、旧村の条例の規定に基づき課した、又は課すべきであった利用料金

の取扱いについては、旧村の条例の例による。 

４ 編入日前に、旧村の条例の規定により指定された指定管理者については、大町市

公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例により指定された指定管理者と

みなす。この場合において、当該指定管理者に係る指定の期間は、編入日前の期間

を通算するものとする。 

附 則（平成２５年９月３０日条例第２８号） 

この条例は、平成２５年１０月１日から施行する。 

附 則（令和元年１２月２３日条例第１４号） 

（施行期日） 

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の大町市八坂ふるさと体験館設置及び管理に関する条例

の規定は、この条例の施行の日以後の施設の利用に係るものについて適用し、同日

前の施設の利用に係るものについては、なお従前の例による。 

 


